
       令和２年度シラバス（保健体育）          学番 30 新潟県立中条高等学校  
 科目名  スポーツⅡ  単位数  ２単位  学年(ｺｰｽ)  ２学年（男子・女子） 
 使用教科書  なし  授業形態  選択 
 副 教 材 等  なし 

 
１ 学習目標（科目のねらい）  

  各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことができる 
 ようにするとともに、体の調子を整え、体力の向上を図り、公正、協力、責任などの態度を育て、生涯 
 を通じて継続的に運動ができる資質や態度を育てる。 

  体育の授業の中では取り入れることができなかった、より高いレベルのパフォーマンスを目指すと 

共に、より専門的なルールを理解・実践することを目標とする。 

 【重要点】 
 ・各種の運動を積極的に行い、体力の向上と運動技能の獲得を目指す。 
   

２ 指導計画（時期、単元、学習内容、配当時間、考査等） 
 

 月  授業計画と授業の内容  時間  月  授業計画と授業の内容  時間 

４ オリエンテーション 

 ネット型スポーツの特性と技能① 

 （バレーボール） 

12 

 

 

 10   ネット型スポーツの特性と技能② 

 （バドミントン・テニス） 

  

12 

 ５  11 

 ６  ゴール型スポーツの特性と技能① 

 （サッカー・フットサル） 
10  12  ゴール型スポーツの特性と技能② 

 （バスケットボール） 

 

 ネット型スポーツの特性と技能③ 

 （バドミントン・卓球） 

 

 

 

 

 

計64時間（55分授業） 

10 

 

 

10 

 ７  １ 

 ８ 
  
ベースボール型スポーツの特性と技能 

 （ソフトボール） 
 ※雨天時 バドミントン 

10  ２ 

 ９  ３ 

 
３ 評価方法(観点)と留意事項  

  評価は次の観点から行います。 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

 自主的・積極的に授業に

参加し、自らスポーツの面

白さに触れることができ

る関心・意欲・態度が身に

ついている。 

 自己のグループの能力

と運動の特性に応じた課

題の解決を目指して活動

の仕方を考え、工夫してい

る。 

 自己の能力と運動の特

性に応じた課題の解決を

目指して運動を行うとと

もに、運動の技能を高める

ための合理的な行い方を

身につけている。 

 それぞれの種目の特性

を認識すると共に、ルー

ルや運動の質の違いを理

解している。 

 
４ 担当者から一言  

 ・パフォーマンスの発揮とともに、自主的・積極的に授業に参加する姿勢や態度を特に評価する。 
 （担当：中川、山田、大坂）

 


